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ブリリンタ®錠は、
血栓をできにくくするための
お薬です。
虚血性心疾患（心筋梗塞、狭心症など）の患者さんは、心臓に血液を送り、
酸素と栄養素を届けるための太い血管（冠動脈）が、血のかたまり（血栓）に
よって狭くなったり、詰まりやすくなっています。そのため、PCI（経皮的冠動脈
インターベンション）治療によって血管の中にステントという金属を入れて、
血管の狭くなっているところを広げる治療をします。
しかし、いったんこのような病気を起こした患者さんは、血栓ができやすい
状態にあるため、再び血栓ができて血管が詰まってしまう危険性が高くなって
います。そのため、ブリリンタ®錠を服用して、血管の中で血栓ができやすく
なっている状態を改善し、血液の流れをスムーズにします。

ブリリンタ®錠は、
同じような作用があるアスピリンというお薬と一緒に処方されます。

そのため、より血栓はできにくくなりますが、出血するおそれもありますので、　　　　　
2、3ページの「服用中、特に気をつけて欲しいこと」をよく読んで、出血にご注意ください。

頭蓋内（ずがいない）の出血や、消化器系の出血などの重大な出血が起こることが
あります。以下のような症状があらわれたときは、頭や体の中で出血が起こっている
可能性があります。

気をつけること：出血しやすくなる

ブリリンタ®錠の服用中は、
「出血」に気をつけてください。

ブリリンタ®錠などの抗血小板剤を服用している間は、出血しやすくなり、
出血した場合は血が止まりにくくなります。
次のような症状があらわれた場合には、速やかに医師にお話しください。

重大な出血時にあらわれる主な症状◉

◉ ◉予期せぬ出血 よく起こる出血

「 」について 服用中、特に気をつけて欲しいこと

PCI治療をした冠動脈

転倒や事故などによるケガで
出血してなかなか止まらない 鼻血や歯茎からの出血

1

赤血球 血小板ステント

ブ
リ
リ
ン
タ
錠

を
服
用

治
療
な
し

®

良いこと：より、血栓ができにくくなる

血尿、血便血痰、吐血激しい頭痛、手や足のマヒ、
ろれつが回らない

ブリリンタ®錠 ＋ アスピリン
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ブリリンタ®錠の服用中に「出血」したときは、
応急処置をしてください。また、出血を
避けるために日々の行動に注意してください。

ブリリンタ®錠の服用中に、
徐脈性不整脈がおこり、めまい、
場合によっては意識を失うことがあります。
ブリリンタ®錠を服用中、脈が遅くなる、めまい、立ちくらみ、意識を失う等の
徐脈性不整脈の症状があらわれることがあります。
これらの症状があらわれた場合は、速やかに医師までご相談ください。

服用中、特に気をつけて欲しいこと

息切れを感じた際は、
すぐに医療機関を受診してください。
ブリリンタ®錠を服用中、息切れを始めとする呼吸困難を感じることがあり
ます。症状があらわれた場合、ご自身の判断で服用中止や、お薬の減量などは
せず、必ず医師までご相談ください。
このような症状は概ね改善されるこ
とが報告されていますが、息切れが
あらわれたとき、息切れがつづくと
き、息切れの症状が悪くなったとき
は、速やかに医師にお伝えください。

3服用中、特に気をつけて欲しいこと 2

出血時の応急処置

出血を避けるために

下を向いて、
鼻をつまんで
ください

ケガや事故に
注意し慎重に
行動しましょう

鼻は
やさしく
かみましょう

転倒に
注意しましょう

歯を磨くときは
柔らかめの
歯ブラシを
使いましょう

ヒゲ剃りはカミソリより
電気シェーバーを
使いましょう

鼻血が出たとき

出血している
傷口を手・指や
ハンカチなどで
強く押さえて
ください

外傷で出血したとき

めまい 意識を
失う
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他の診療科では、
ブリリンタ®錠を服用していることを
伝えてください。

5 6

服用中、いつもと違う症状に気がついたら、
ただちに医師または
薬剤師にお伝えください。

症状が変わったり、不安になった場合は、
医師または薬剤師に相談しましょう。症状
が軽くなったように感じても、医師の指示
がある間は服用しましょう。
ご自身の判断でお薬を飲むのをやめたり、
お薬の量を減らしたりせず、医師の指示
する期間、きちんと服用を続けましょう。

抜歯、手術などの際に血が止まりにくくなったり、他の薬との飲みあわせに
より作用の強さが変わったりする場合があるので、他の病院・診療科を受診
する場合は、ブリリンタ®錠を服用していることを医師にお話しください。

服用中、特に気をつけて欲しいこと 5服用中、特に気をつけて欲しいこと 4

歯の治療や抜歯をするとき

新しい薬を処方されたとき

他の医療機関を受診するとき

手術を必要とするとき

ブリリンタ®錠を飲み忘れたときは、
次の服用タイミングに
通常どおり1回分を飲んでください。
1度に2回分を飲まないように
してください。

飲み忘れたら？服用方法

必ず１日２回
服用してください

お薬は飲み忘れのないように、
毎日、決められた量・回数をきちんと続けて服用しましょう。
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